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蔵展示「池口正峯書情展」

体験コーナーで初めて弾く
小学生に拍手が。

裏庭で収穫中。
いちごと豆！

ムジクフェスト参加「町家で唱歌」満員御礼！
嶋田純子さんののびやかな歌と小宮ミカさんのピアノ。
北原白秋、野口雨情の大正期の歌詞を味わって。

倉橋みどりさんによる恒例の
二十四節気講座。
季節の味わいを節気とともに。

町家講座は東実千代先生
（畿央大学）による
「町家のくらし環境」

すっかりおなじみ。
かまどごはん体験。

「みんなで針仕事」和裁国家技能士の
松本美波さんの指導で、みんなでちくちく。

「「貝
の
口
」完
成
！

『芸三職 森川杜園』著者
大津昌昭先生によるお話。

朗読劇「友吉から杜園へ」
皆さんの熱演！
（詳細は「杜園忌」レポートを！）

人気の梅仕事。わいわい言いながら、
一緒に作業は楽しい！

美味しい梅干しになあれ！

「杜園忌」

１年を通しての町家の温度から
快適に住むための工夫など。

奈良町にぎわいの家 ６月のイベントから



奈良町にぎわいの家・二十四節気企画
オリジナル短歌＆書＆マークをお楽しみください。

短
歌喜

夛
隆
子
（歌
人
）

書
逢
香
（書
家
）

節
気
マ
ー
ク
デ
ザ
イ
ン

金
田
あ
お
い
（藍
寧
舎
）

蚊
帳
に
一
つ
ほ
た
る
放
ち
て

ほ
の
青
き
夢
見
る
子
ど
も
小
暑
の
頃
か

蚊
帳
は
、
網
戸
が
普
及
す
る
昭
和
四
十
年
頃
ま
で
、
夏
の
夜
に
は
必
須
の

ア
イ
テ
ム
で
し
た
。
吊
ら
れ
た
蚊
帳
の
中
で
眠
る
独
特
の
雰
囲
気
を
覚
え
て

い
る
方
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
蚊
帳
の
中
に
蛍
を
放
ち
、
独
特
の
さ
さ

や
か
な
光
を
感
じ
な
が
ら
、
夢
う
つ
つ
に
寝
入
る
子
ど
も
。
「ほ
の
青
き
」は
、

蛍
の
光
で
も
あ
り
、
幼
い
時
間
を
刻
む
子
ど
も
の
夢
の
色
で
も
あ
り
ま
す
。

蚊
帳
と
い
う
不
思
議
な
空
間
の
詩
情
が

よ
く
伝
わ
る
、
素
敵
な
お
歌
で
す
。

奈良人形（一刀彫り）の名人、森川杜園が、このにぎわいの家のすぐ近くに住んでいた
ことから生まれた企画。昨年の第１回企画は、７歳から75歳までの市民の方が参加、
大津昌昭先生の小説「芸三職 森川杜園」をテキストに、脚本化、朗読劇を演じました。
今年は朗読劇と大津先生の講演という二本立て。少年、友吉が、１７歳で杜園という
名前を授かるまでに絞っての構成です。
①朗読劇「友吉から杜園へ」…昨年の参加者から、５名の方が出演。計４回の稽古にも
かかわらず、杜園役の方は、子ども時代と晩年を演じ分け、杜園の師である国学者の
穂井田忠友役の方は、落ち着いた優しい口調で朗読され、人物の個性を感じる語りに
大きな拍手が。
②大津昌昭先生のお話 「若き杜園が出会った人々」
杜園を導いた、穂井田忠友（国学者）、内藤其園（絵師）、梶野良材（奈良奉行）の
紹介と、長年、教育の現場に携わってこられた大津先生ならではの、杜園の残した作品
から読み取る若き杜園像や、史料保存館に委託保管されている杜園作品の解説含め、
多岐にわたるお話でした。本番前に先生は、杜園のお墓参りにもいかれたと聞き、杜園
のまなざしが近くにあるようで、有り難く思いました。
③お客様の声（アンケートより）
・杜園を全く知らず拝見したが、人物が目の前にいるようだった。先生のお話も興味深かった。
・朗読、お話から、奈良の町が豊かだったと思った。こういう機会があり良かった。
・大好きな一刀彫りの杜園のお話、嬉しく楽しい幸せな時を過ごせた。
・昨年、見にいけなくて残念だったが、今年は来られて良かった。来年も楽しみ。
来年はいよいよ、奈良人形に向き合う杜園を！杜園の生きた時代の空気が未来につな
がる企画になりますよう、皆様、応援ください 当館プロデューサー おの・こまち

「にぎわいの花奈良町で咲かそう」
～６／６「いけ花の日」に～

奈良県華道会によるお花の数々。にぎわいの家の
空間が花の力で華やかに生き生きとにぎわいました。

先生方、ありがとうございました。

当日、史料保存館に
展示されていた、
杜園作の鹿の絵。
奈良の家に伝わる
杜園作品を身近に
鑑賞できる有り難さは
奈良町ならでは。

にぎわいの家｢森川杜園｣企画第2弾！2016「杜園忌」レポート
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イ
ベ
ン
ト
、
講
座
情
報
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

是
非
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

熊
本
か
ら

事
務
局
長

藤
野
正
文

７
月
、
二
十
四
節
気
で
は
小
暑
、
大
暑
。

奈
良
町
を
歩
く
方
も
暑
さ
に
負
け
そ
う
。

に
ぎ
わ
い
の
家
の
畳
の
上
・
縁
側
で
、
日

常
の
喧
騒
を
離
れ
て
た
た
ず
ん
で
い
た
だ

き
、
様
々
な
思
い
を
巡
ら
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

7
月
の
初
め
に
こ
の
4
月
に
発
生
し
た

熊
本
地
震
の
被
災
地
を
訪
問
す
る
機
会
を

得
ま
し
た
。
被
災
約
3
カ
月
を
経
過
し
ま

す
が
、
避
難
所
に
ま
だ
多
く
の
方
々
が
寝

泊
ま
り
を
さ
れ
、
復
興
の
見
通
し
が
ま
だ

見
え
な
い
、
本
当
に
心
痛
む
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。
道
路
の
復
旧
や
倒
壊
家
屋
の

除
却
、
仮
設
住
宅
へ
の
入
居
が
は
じ
ま
り
、

各
地
域
で
の
復
興
計
画
が
立
て
ら
れ
、
徐

々
に
生
活
が
回
復
し
て
い
く
こ
と
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
現
地
の
方
々
の
苦
労
を
思
う

と
祈
ら
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

熊
本
城
の
被
災
も
目
を
つ
ぶ
り
た
く
な

り
ま
す
が
、
奈
良
町
と
同
じ
歴
史
的
な
地

域
、
熊
本
城
の
城
下
町
（
古
町
・
新
町

約
８
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
で
も
、
町
家
な
ど

の
歴
史
的
建
造
物
が
被
災
し
ま
し
た
。
明

治
10
年
の
西
南
戦
争
以
後
に
建
て
ら
れ
た

建
物
で
今
で
も
３
０
０
軒
近
い
建
造
物
が

あ
る
よ
う
で
す
が
、
行
政
か
ら
何
ら
保
護

の
手
立
て
の
な
い
建
物
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

地
域
の
有
志
が
「
く
ま
も
と
新
町
古
町
復

興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
が
れ

き
撤
去
の
作
業
、
募
金
に
よ
る
雨
よ
け
シ

奈良町にぎわいの家二十四節気マークから

白南風吹いて 梅雨あけ夏の盛りへ

七
月
の
節
気

小暑 7/7～ 大暑 7/22～

ー
ト
の
配
布
、
町
家
を
借
り
て
相
談
窓

口
の
設
置
、
お
店
の
再
開
支
援
な
ど
を

始
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の

復
興
に
向
け
て
市
役
所
と
話
し
合
い
を

始
め
る
と
の
こ
と
。
「
熊
本
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
で
あ
る
こ
の
城
下
町
の
資

産
を
生
か
し
な
が
ら
、
地
震
前
以
上
の

素
敵
な
町
を
作
っ
て
い
き
た
い
」
と
い

う
地
元
の
方
々
の
厚
い
思
い
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

従
来
の
や
り
か
た
に
と
ら
わ
れ
な
い
地

域
の
状
況
に
応
じ
た
自
ら
の
発
想
に
よ

る
自
主
的
な
取
り
組
み
と
行
政
と
の
協

働
の
仕
組
み
が
生
ま
れ
て
く
る
と
思
い

ま
す
。
今
は
と
も
か
く
、
熊
本
の
人
々

の
こ
こ
ろ
の
奥
に
あ
る
思
い
。
日
常
の

何
気
な
い
生
活
・
近
隣
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
が
一
瞬
に
し
て
崩
壊
し
た
悲
し
み
。

見
慣
れ
た
風
景
や
親
し
ん
で
き
た
建
物

が
消
え
て
し
ま
っ
た
喪
失
感
を
少
し
で

も
こ
こ
ろ
に
留
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

６月蔵展示
伏見中学２年生版画展
「奈良の彩（いろ）」より

色
彩
豊
か
な
奈
良
の
名
所
版
画
と
中
学
生
な
ら

で
は
の
言
葉
に
来
館
者
か
ら
「す
ご
い
！
」と
声
が
。

来館者の方に短冊に
願い事を書いていただく
七夕まつり。今年は国際色
豊か！英語、フランス語、
中国語、イタリア語など。

にぎわい七夕まつり

夏休み、親子でにぎわいの家へぜひ！かまどでカレー、
町家探検、そうめんイベントなど、懐かしい木の空間で
夏の思い出を作りませんか？お待ちしています。


